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9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

本研究課題では、生化学反応系を超えて、細胞走性や細胞形状変化といった動的空間との相互

作用に着目し、生命システムを時空間的に理解することを目的とする。PC12細胞の形状変化と

細胞内分子活性度の関係を定量化するため、局所時間・局所空間の定量化を行った。形状変化

の分布を調べると、伸張と縮退の両方に裾のある形となるため、標準偏差を基準に、形状エッ

ジの運動について特徴ごとにクラス分けした。そして、各クラス(伸張、縮退、待機)における

分子活性の時系列の平均を算出した(特徴エッジ変動イベントに基づくサンプリング(逆相関

解析))。その結果、それぞれのGタンパク質について、特徴的な時系列が得られた。その結果

、(1) 伸張とRhoAの活性上昇はほぼ同時である、(2) 伸張状態を維持するためには、RhoA活性

の後にRac1またはCdc42の活性が必要である、ということが言える。また、これらの時系列の

特徴は、時間平均からの変動として定量したものであり、分子活性の絶対的な値より時間的な

相対量にエッジ変動のための情報が乗っていることを意味する。空間平均からの差ではこのよ

うな明確な特徴を捉えることができなかった。縮退については、RhoA活性とRac1活性も落ちて

いることが分かった。以上の結果は、先行研究(Machacek et al., Nature, 2009)を支持する

だけでなく、伸張・縮退の関係についてより詳細に情報が得られており、細胞内分子シグナル

が行う形状制御のメカニズムが期待できるものである。現在、データ解析を精密化し、論文作

成を行っている。 
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